








全体としては、HSP 腎炎例でネフローゼ症候群の割合が多く、ステロイド主体の治療を行

い約 1/3 がネフローゼ症候群を離脱しえた。これに対して IgA 腎炎例は腎組織軽度例が多

かった。治療後の改善傾向は、HSP 腎炎の方が IgA 腎炎に比して強かったといえる。成人

にキャリーオーバーしたのは、HSP 腎炎が 18.6%、IgAA 腎炎は 9.1%であったが、キャリー

オーバーのパターンに明らかな相違は認めず、両群とも全体的には緩徐な軽過をたどった。


